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プロフィール / Profile

原尻 淳一 ：JUNICHI HARAJIRI 株式会社
HARAJIRI MARKETING DESIGN 代表取締役
龍谷大学経済学部客員教授

1972年埼玉県生まれ。
龍谷大学大学院経済学研究科修士課程修了。
大手広告代理店入社後、エイベックスグループに転
職。多くのアーティストのマーケティング、映画の
宣伝戦略、アニメの事業計画立案を行なう。現在は
レコード会社、芸能プロダクション、飲料メーカー
や広告代理店等、幅広い業界でマーケティングコン
サルタントとして活躍している。また、大学教授と
して、マーケティング・エンタテインメント・教育
を掛け合わせた活動もしている。

『IDEA HACKS!』等、東洋経済ハックシリーズ、
『アイデアを形にして伝える技術』（講談社現代新
書）の著者。龍谷大学社会科学研究所共同研究員。
日経ビジネススクール講師。



主な著作/ Main Books

直近の著書は、日本経済新聞出版社『ビジュアルマーケティング・フレームワーク』。
東洋経済新報社から発売された「HACKS！シリーズ」は累計４０万冊を超えるヒット作品。

また、講談社現代新書やダイヤモンド社からもビジネス書を出版している。



1市川さんのメタメタマップの衝撃





「市川さん。これは単なる

地図ではなく、知図ですね！」













梅棹忠夫のスケッチ





















現存するノートの枚数

7,200枚
＊実際は、その４倍あったと言われる



もしも、小学生が6年間
毎週「知図」を描き続けたら

312枚（＝52週×6）

＊もう天才なんじゃないか？？？



好奇心の
記録と集積
（＝内発的学びの動機づけ）



いまはもうひとつ言えば、楽しみながら行っている。
やっぱり基本的にわたしの人生を決定しているのは、
モチーフは遊びや。プレイや。

梅棹忠夫 『梅棹忠夫 語る』（日経プレミアシリーズ）



創造プロセスにおける
好奇心

消費プロセスにおける
好奇心

この前提が大事

市場が仕掛ける消費物語に
僕らは取り込まれすぎて麻痺？



おしゃべり タイム
感想や考えたことを、チャットに書いてみてください。

質問はQ&Aへ。



2学びの“土”の部分



上山俊平）

科学を生んでいく土壌みたいなものですね。そこからはえてきて、

葉を出し花を咲かせる部分を科学だといえば、哲学は土にあたる。

日本のような科学の後進国は、きれいな花だけ取ってきて、上手に生

花をつくるけれども、その土の部分はネグレクトされるんですね。

川喜田二郎）

もう少し土の部分まで、科学の領域を広げなければいかん。



土が豊かでなければ、木は育たず、花も咲かない

豊かな土壌
づくり

（みつかる）

葉・花・実を
育てる
（わかる）

探究
学習

既存
学習

独自の研究
=Original mission 

oriented

自分の意志に
根差した
好奇心

=Curiosity Driven



本来、「学び」は二層構造で構成されるのでは？
＝Generative Learning は2つで１つとする

豊かな土壌
づくり

（みつかる）

葉・花・実を
育てる
（わかる）

独自の研究
=Original mission 

oriented

自分の意志に
根差した
好奇心

=Curiosity Driven

原っぱ性

そこで行われることで
中身が作られていく

何が起きるのか、
わからない楽しみ

遊園地的

あらかじめそこで
行われることが
わかっている

演出（計画）された
楽しみ

＋



“ Generative Learning ”



おしゃべり タイム
感想や考えたことを、チャットに書いてみてください。

質問はQ&Aへ。



3みつかる＋わかるモデル

での知図の役割



思考レベル

経験レベル

A あてもなく歩く
たまたま出遇う

B 偶然発見する

C 全て網羅せず好奇心の
赴くまま一隅を照らす

D 一貫した寓話
＝仮説が見えてくる

E 愚直に
知図を蓄積する

M（みつかる）モデル＝胎蔵界
開かれた世界で、あらゆる不思議を取り込む

W（わかる）モデル＝金剛界
研究を進化させ、わかりやすく半公表現する

F 寓話＝仮説を
調べる

J 有力で面白い
「論」が生まれる

G 現地・現場・
現人と出遇う

H 仮説が
さらに偶発する

I 愚直に探し
表現し続ける

Generative Learning 
両部不二の学び

Feel ℃ Walk3F

Generative Learning ｜M（みつかる）+W（わかる）Model ＜基本構造＞ 2020.3.12 一般社団法人みつかる＋わかる
原尻淳一

縁起
あらゆる偶が縁となって学ぶきっかけが起きる

論理

Challenge

Contents
Critical
Thinking

Creative 
Innovation Confidence

因果
原因と結果の法則を見出し、社会を進化させる

Curiosity

Collaboration Communication

誘発

6Cs

面白がり屋（一緒に楽しむ） メンター（導師であり、よき批評家）役割

遇

偶 寓

隅 愚 遇

偶寓 隅

愚

知図

*知図とは、Feel℃

Walkで収集した興
味の断片と仮説が

集積した知のマップ

思考の補助線 仮説発見 仮説検証 仮説融合 論の表現

Fusion Walk

Continuity

Fantasy Walk
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知の技法（academic skills）｜知図を描こう（15点）



大久保長安は八王子の街づくりに
どう関与したのか？

（仮説：戦国時代、山梨（甲斐）と東京（武蔵）の
重要な国境で、元武田家家臣の大久保が江戸
への防御のために造らされたのかも。）

松姫はなぜ八王子に
祀られているのか？

（仮説：織田信長に武田家が滅亡された折に、
生き延びるために松姫は甲斐から脱出して、

八王子の地で尼さんになったのかも。）

八王子郷土資料館に大久保長安の
展示資料がないのはなぜか？

（仮説：大久保長安は金の横流し、蓄積で徳川
幕府から一族打ち首になっているため、

悪いイメージが強く、罪人を資料展示することに
は教育委員会がためらったのかも。）

なぜ浅川の河川から170万年前の
化石が出土するのか？

（仮説：昔は海の底だった地層が、隆起し、さら
に浅川の河川で地層が削られることで、化石が

表面化したのかも。）

文化財説明板に八王子千人同心が
フューチャーされているのは

なぜか？

（仮説：同心は当時の警察みたいなものだから、
国家形成において同心の活躍は、PRしやす

かったのかも。）

八王子という変な地名は
いつから使われてきたのか？

（仮説：八王子は日本神話で出てくるスサノオの八人
の王子が名前の由来だから、相当古い地名かもしれ
ない。また、出雲族が開拓した場所かも。）

なぜ八王子に
群馬銀行があるのか？

（仮説：絹織物の加工製造地だった八王子は、
絹の原料供給を群馬県から行っており、
明治期には金銭的な取引が多くあり、
群馬の地銀である群馬銀行の支店として、
早くからこの地に置かれたのかも。）

「松姫もなか」のような
八王子特産品は他に
何があるのか？

（仮説：昔は松姫もなかのような特産品がたく
さんあったのかもしれないが、今は後継者問
題などで非常に少なくなっているかも。）

不思議・面白ポイントと
仮説

知の技法（academic skills）｜不思議・面白ポイントと仮説（1）



知の技法（academic skills）｜仮説抽出のフィルター

ü 八王子の地理的位置

ü 歴史の変遷

ü 政治的要因

ü 経済・産業構造

ü 社会的要因

ü 文化的要因

ü 技術革新

ü その他要因

?

!

フィルターの数で
仮説の出方が変わる



仮説1：絹織物の加工製造地だった
八王子は、絹の原料供給を群馬県
から行っており、明治期には金銭的な
取引が多くあり、群馬の地銀である
群馬銀行の支店として、早くから
この地に置かれたのかも

仮説２：八高線（八王子駅と高崎駅を
結ぶJR線）と横浜線（八王子駅と横浜
駅を結ぶJR）があるように、八王子は
かつて絹産業のターミナルとして整備

され、輸出の玄関＝横浜
に繋がっていたのかも

仮説６：八王子の繁栄と衰退は、
絹製品の産業の売り上げと
相関しているのではないか？

仮説４：八王子郷土資料館の１階に
は八王子生産の絹製品がたくさん
飾ってあり、日本の中でも屈指の
絹製品の生産拠点だったのかも

仮説５：富岡製糸場を作るくらい、
明治政府が投資したのは、

日本の絹製品はものすごく儲かる
商材だったからかも

仮説８：八王子は「日本のシルクロード」
の「ハブ」として機能していた

のではないか？

仮説３：明治期の国策として
絹織物が盛んになる前から、

八王子近辺は絹の文化が盛んだっ
たのではないか？

仮説７：多摩川の支流である
浅川も絹織物の輸送手段として

使われていたのかも

なぜ八王子に
群馬銀行があるのか？

と、その仮説

知の技法（academic skills）｜不思議・面白ポイントと仮説（2）＝（15点）

視点：経営的 視点：物流・輸送

視点：物流・輸送

視点：歴史

視点：産業比較 視点：経営的

視点：都市の繁栄 視点：産業構造



徹底的に調べる
（ =捜査）

→ わかるモデル



仮説1：絹織物の加工製造地だった
八王子は、絹の原料供給を群馬県
から行っており、明治期には金銭的な
取引が多くあり、群馬の地銀である
群馬銀行の支店として、早くから
この地に置かれたのかも

仮説２：八高線（八王子駅と高崎駅を
結ぶJR線）と横浜線（八王子駅と横浜
駅を結ぶJR）があるように、八王子は
かつて絹産業のターミナルとして整備

され、輸出の玄関＝横浜
に繋がっていたのかも

仮説６：八王子の繁栄と衰退は、
絹製品の産業の売り上げと
相関しているのではないか？

仮説４：八王子郷土資料館の１階に
は八王子生産の絹製品がたくさん
飾ってあり、日本の中でも屈指の
絹製品の生産拠点だったのかも

仮説５：富岡製糸場を作るくらい、
明治政府が投資したのは、

日本の絹製品はものすごく儲かる
商材だったからかも

仮説８：八王子は「日本のシルクロード」
の「ハブ」として機能していた

のではないか？

仮説３：明治期の国策として
絹織物が盛んになる前から、

八王子近辺は絹の文化が盛んだっ
たのではないか？

仮説７：多摩川の支流である
浅川も絹織物の輸送手段として

使われていたのかも

仮説検証

知の技法（academic skills）｜先行研究による仮説検証＝（15点）

視点：経営的 視点：物流・輸送

視点：物流・輸送

視点：歴史

視点：産業比較 視点：経営的

視点：都市の繁栄 視点：産業構造



ひとりFBI
（＊開発中）





仮説

縁起知図と因果知図



縁起知図＝発見
（メタメタ的 / 観察力）

因果知図＝融合
（KJ法的 / 想像力）



?!日々是実験



おしゃべり タイム
感想や考えたことを、チャットに書いてみてください。

質問はQ&Aへ。


